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 いま霞ヶ浦は重大な危機を迎えています。しかし、行政機関はまったく傍観者のように

振る舞っています。わたしたちは、先月茨城県や国交省に対して、霞ケ浦の放射能汚染の

防止を求め要望を行いましたが、積極的な回答や対応は一切得られませんでした。この状

況は行政の初動の遅れによって取り返しの付かない事態を招いた原発事故直後と同様です。

行政は今回も判断を先送りするばかりで今とるべき的確な対応を一切取ろうとしません。

（霞ヶ浦同様に流入河川から放射性物質が移動し汚染が心配されている東京湾では、約２

年後に汚染がピークに達すると予想されています。霞ケ浦の流入河川では東京湾の流入河

川のホットスポットの数倍の数値が検出されている現状を考えると、一刻の猶予も許され

ない危機的状況だと言えます。） 

 現在５６本の流入河川から高い数値の放射性物質が霞ヶ浦に向かって移動しつつあり、

このまま放置すれば確実に湖が汚染されることが予測される中で、行政は対策を講じよう

としないばかりか実態の把握さえ真剣に行っていません（環境省が５６河川の内の２４河

川、各河川１ヶ所でのみ調査を実施。茨城県は調査をしない方針）。そこで、わたしたちは

独自に流入河川での汚染状況を把握し、除染の必要性を明らかにして、行政に除染の実施

を求めていくことにしました。 

 行政や流域の大学、研究機関からはまだ協力が得られていない状況ですが、とりあえず

市民ができる範囲で流入河川の汚染状況を調査していく方針です。行政や研究機関には、

今後とも協力を要請していきます。可能な限り民官が協働でモニタリングや除染に取り組

む体制（新しい公共）を構築していきたいと思います。 

 

モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング実施日時実施日時実施日時実施日時    

 

３３３３月月月月８８８８日日日日（（（（木木木木））））午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時からからからから１３１３１３１３時頃時頃時頃時頃までまでまでまで    

       今回は、環境省の調査でとくに高い数値が検出された土浦市内の流入河川

を中心に底泥の採取を試験的に実施します。 
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